
府中市における高齢者保健福祉施策の目標・実績・達成度

目標 方針 施策 区分 内容 平成19年度目標 平成15年度実施実績 達成率

（1）情報提
供の拡充

①情報提供体
制の整備

多様な媒体を
使った分かり
やすい情報の
提供

・市の広報やホームページの活用、高齢者
に対する福祉サービスのパンフレットを発
行するなど分かりやすい情報の提供に心が
け、制度やサービスの内容の周知に努めま
す。
・Ｌモード等、新しい情報提供手段の検討
を行うなど、さまざまな媒体、方法による
情報提供を進めます。

①相談援助体
制の整備

相談援助体制

・在宅介護支援センターや市窓口の相談体
制の充実を進めるほか、ボランティア、Ｎ
ＰＯ、民間事業者などと連携した相談体制
を検討し、地域での多様な相談援助体制の
整備を支援します。

【高齢者在宅介護支援センター】
地域型在宅介護支援センター　８ヶ所　相談実人員24,920
人、相談件数（延べ）59,267件
基幹型在宅介護支援センター　1ヶ所　相談実人員1,036
人、相談件数(延べ）1,859件

②権利擁護体
制の整備

福祉サービス
利用総合支援
事業

・サービスの適切な利用を支援したり、判
断能力が不十分な人などに対して、成年後
見制度の利用支援や助言を行う、福祉サー
ビス利用総合支援事業を実施します。

【福祉サービス利用総合支援事業】
①利用者サポート事業
②専門相談・苦情対応事業
③福祉サービス利用者援助事業
④成年後見制度利用促進事業
⑤『第三者評価』業務の実施の検討（平成
１９年度）

【福祉サービス利用総合支援事業　相談件数 】
①利用者サポート事業　　　　　１６７件
②専門相談・苦情対応事業　　　　４３件
③福祉サービス利用者援助事業　　１７件
④成年後見制度利用促進事業の実施８９件
　　　　　　　　　　　　　合計３１６件

（3）サービ
スの質の確保

①福祉サービ
ス第三者評価
制度の普及・
促進

福祉サービス
第三者評価制
度

・評価機関がサービス提供事業者のサービ
ス内容などを評価し、公表する、福祉サー
ビス第三者評価制度の普及を促進し、サー
ビスの質の確保に努めます。

【福祉サービス第三者評価】
受審事業所　延べ１１１か所（５年間累
計）

＜内訳＞
公設サービス（延べ３９か所）
　　保育所　　　　　　　　延べ１６か所
　　特別養護老人ホーム　　延べ１０か所
　　在宅サービスセンター　延べ１２か所
　　心身障害者福祉センター　　　１か所
 
民設在宅系サービス（延べ７２か所）

【福祉サービス第三者評価】
受審事業所　７か所（平成１５年度）

＜内訳＞
公設サービス
　　保育所　　　　　　　　５か所
　　特別養護老人ホーム　　２か所 6.3%

①病気の早期
発見

成人健康診
査・各種検診

・府中の実態に応じた効果的な疾病予防や
病気の早期発見につながる検診体制を確立
するため、個々の検診による効果を見直
し、新たな項目についても検討します。ま
た、費用負担については、国の指針との整
合性を図っていきます。

【成人健康診査】　　３０,０００人
【女性健康診査】　　　１,３００人
【大腸がん健診】　　　３,８００人
【健康度評価事業】　　３２,０００人

【成人健康診査】　　３０,３９４人
【女性健康診査】　　　　 ３０８人
【大腸がん健診】　　　１,０４０人
【健康度評価事業】

健康相談

・介護予防にもつながる生活習慣病の予
防、認知症の進行防止等のために保健・医
療・福祉が連携し、必要な指導と助言を行
います。また、家族介護者の心身の健康に
関する個別相談も実施します。

【健康相談】
医療センターにおける健康相談の充実

【健康相談】
計285回　1748人

健康教育

・市民医療センターで行われている各種の
健康教育、健康教室を効果的に実施し、正
しい知識の普及に努めます。特に重要課題
である生活習慣病予防のほか、転倒防止や
認知症などの介護予防もテーマにとりあげ
ていきます。

【健康教育】
２００回

【健康教育】
計　196回　4198人

訪問保健指導

・40歳以上の家庭で療養している方を対
象に、保健師、看護師、理学療法士などが
訪問して、本人及びその家族に介護予防や
健康管理についての助言指導を行います。
また、介護者訪問指導を実施し家族介護者
の健康管理を支援します。

【訪問指導】
対象１５０人
延べ２,２００人

【訪問指導】
延べ1355回

②健康相談・
啓発活動の実
施

１．利用者本
位のサービス
の実現のため
に

（2）相談体
制・権利擁護
体制の拡充

２．安心して
暮らしつづけ
るために

（1）健康管
理体制の強化
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目標 方針 施策 区分 内容 平成19年度目標 平成15年度実施実績 達成率

歯科医療連携
推進事業

・ねたきり等で歯の治療を受けたくても歯
科医院に行くことができない方などのため
に、歯科医師会と連携して「かかりつけ歯
科医」を紹介します。

【歯科医療連携推進事業】
歯科医療連携推進事業運営協議会委員　10名　開催回数2回

健康づくりへ
の支援

・文化センターなどで、健康講座、健康づ
くり相談や健康づくりプランの作成を指導
するとともに、栄養改善指導などを行うヘ
ルスメイト府中21の活動を通じて、市民
の自主的な健康づくりを支援します。

訪問食事サー
ビス

・在宅のひとり暮らしや高齢者のみ世帯
で、食材の購入・調理等が困難な方に、生
活習慣病予防の観点から栄養等に配慮した
食事を届け、健康状態の維持・向上を図り
ます。

【食の自立支援事業】
延人数　５４，６００人

【食の自立支援事業】
延人数　３２，３９４人【生きがい活動支援事業　訪問食事
サービス】
泉苑　158人　6732回
よつや苑　185人　8037回
あさひ苑　241人　11355回
安立園　212人　8246回
しみずがおか　171人　6911回
ピースプラザ　65人4677回

59.3%

③健康増進活
動への支援

スポーツ健康
増進活動

・生涯にわったてスポーツと親しめるよ
う、高齢者向け教室や事業を開催し、高齢
者のいきいきとした活動を支援していきま
す。
・健康増進のため、グループ・団体などに
スポーツの指導員を派遣するなど、高齢者
のいきいきとした活動を支援します。

【健康センタースポーツ活動】
高齢者スポーツクラス　種目数１、参加者数（延べ）3041
人、開催数(延べ）85回
【スポーツの生活化推進事業費】
指導者派遣事業　実施回数23回、派遣者数(延べ）114人
健康体操出前指導　実施回数15回、派遣者数（延べ）28人

医療費助成

・将来にわたる医療制度の安定的な運営を
目的に、若年層の負担にも配慮した老人保
健法の改正が行われ、今後の老人医療の方
向が示されました。引き続き、公費による
医療費助成を行うとともに、適正受診につ
いての、啓発を推進します。

【医療費助成事業】
対象者延べ２,５４０人
助成件数延べ２,７５７件

高齢者入院見
舞金

・70歳以上の高齢の方が病気や事故で入
院した場合、申請により入院日数に応じた
見舞金が受け取れる制度して実施していま
すが、今後は、現金給付に代わる支援事業
メニューへの転換を検討していきます。

【高齢者入院見舞金支給事業】
7日～30日 @10,000×1,560人
31日～60日@20,000×  792人
61日以上  @30,000×  720人
        合  計   3,072件※

【高齢者入院見舞金支給事業】
7日～30日 @10,000×1,389人
31日～60日@20,000×  577人
61日以上  @30,000×  606人
        合  計   2,572件※

83.7%

①いきいき活
動推進セン
ター（仮称）
の設置

いきいき活動
推進センター
（仮称）

・地域で自立した生活が維持できるよう、
介護予防や生きがい活動を推進する中核施
設として、いきいき活動推進センター（仮
称）を設置します。

【いきいき活動推進センター】
平成１８年４月開設

【いきいき活動推進センター】
埋蔵調査、基本設計等

-

②高齢者福祉
館の活用

高齢者福祉館

・市内11ヶ所の文化センターの高齢者福
祉館で、地域デイサービスや交流事業を実
施し、高齢者の介護予防の拠点として活用
します。

【高齢者福祉館事業】
新春ふれあい演芸大会
         参加者  年1,200人
敬老の集い､他  参加者  年5,000人
自主活動奨励事業 参加者年延べ6,400人
 計          12,600人※

【高齢者福祉館事業】
新春ふれあい演芸大会
         参加者  年1,221人
敬老の集い､他  参加者  年2,863人
自主活動奨励事業 参加者年延べ6,000人
 計          10,084人※

80.0%

生活支援ヘル
パー派遣

・在宅のひとり暮らし、または高齢者世帯
の方の要介護状態への進行を防止するた
め、家事を中心とした生活支援ヘルパーを
派遣し、自立支援対策として充実します。

【生活支援ヘルパー事業】
延人員　１，７５０人
延回数　８，７５０回
延時間　２２，７５０時間 ※

【生活支援ヘルパー事業】
延人数　１，３２０人
延回数　６，４８５回
延時間　１２，０１０時間※

52.8%

自立支援
ショートステ
イ

・介護者の不在や、身体的・精神的な状況
等により養護が必要な方を対象に、養護老
人ホームでのショートステイを実施し、健
康管理や食事の提供を行います。

【自立支援ショートステイ】
６床 ※
延人数　１，３９０人

【自立支援ショートステイ】
４床 ※
延人数　１，０３６人 66.7%

②健康相談・
啓発活動の実
施（つづき）

２．安心して
暮らしつづけ
るために（つ
づき）

（1）健康管
理体制の強化
（つづき）

（2）介護予
防体制の強化

（3）在宅
サービスの充
実

④医療費助
成・高齢者入
院見舞金

①自立支援対
策の充実
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目標 方針 施策 区分 内容 平成19年度目標 平成15年度実施実績 達成率

②機能訓練事
業の充実

機能訓練事業
・地域デイサービスと連携し、在宅での自
立や介護予防を目的に身近な場所での機能
訓練を充実します。

【機能訓練】
延べ９００人

【地域デイサービス事業】
週1回程度、地域の施設で健康体操、健康講座、生きがい講
座などを実施。参加者数（延べ）19,911人

③医療機関緊
急ショートス
テイの実施

医療機関緊急
ショートステ
イ

・介護療養型医療施設等の基盤が整うまで
のあいだ、入院療養は必要としないが、在
宅で医療器具が必要な重度要介護の方に対
する、ショートステイ事業を実施し、家族
介護者の負担を軽減します。

【高齢者医療ショートステイ】
１０床※
実人数　　　　９０人
延人数　　　６３０人

【高齢者医療ショートステイ】
４床※
実人数　　１７人
延人数　２４８人

40.0%

外出支援サー
ビス

・ひとり暮らし、または高齢者のみ世帯の
方で、通院等の移動に家族の援助が望めな
い方を対象に、通院等の送迎に車を手配
し、在宅での自立生活を支援します。

【外出支援サービス事業】
福祉施設送迎　3053件
通院移送　166件

高齢者車いす
福祉タクシー

・「要介護３」以上の在宅高齢者を対象に
ストレッチャー付タクシーによる通院を援
助し、利用者の負担軽減を図ります。

【高齢者車いす福祉タクシー事業】
助成件数　1,120件

コミュニティ
バスの運行

・交通不便地域にコミュニティバスを運行
し、高齢者の移動を支援します。

【コミュニティバスの運行】
４ルートの運行（運行距離　５１．７
km） ※

【コミュニティバスの運行】
１２月１日より運行開始
４ルートの運行（運行距離　５１．７km）※
　※補助対象は、是政循環及び南町・四谷循環
 (延べ６１６．６３ｋｍ）　１日 23回運行

100.0%

⑤訪問理髪・
入浴サービス

訪問理髪・入
浴サービス

・訪問理髪サービスや在宅サービスセン
ターでの入浴サービスなど、介護保険制度
を補完したサービスを実施し、要介護者の
衛生環境の維持向上に努めます。

【ねたきり高齢者理髪事業】
延べ１,１４４人

⑥日常生活用
品などの検討

介護保険特別
給付

・施設サービスと在宅サービスの給付内容
や費用負担の不均衡を解消するため実施し
ている日常生活用品（おむつ）の助成や、
日常生活用具の貸与・給付、寝具洗濯乾燥
サービスについて、介護保険特別給付とし
ての給付を検討していきます。

【ねたきり高齢者おむつ助成事業費】
実人員７９８人
紙おむつ支給８１１，８８８枚
助成金　延べ５３２人・期
【ねたきり高齢者寝具乾燥事業】
＜寝具乾燥＞
対象者　１０５人　実施回数(延べ）３２０回
＜寝具丸洗い＞
対象者　１０５人　実施回数（延べ）１０９回
【日常生活用具給付事業】
特殊寝台（207）、ポータブル便器（17）、入浴補助用具
（４）、移動用バー（104)、車いす(36)、歩行支援用具
（7)、歩行器(2)、エアーマットレス(11)、床ずれ予防マッ
ト(11)、電磁調理器(6)

①介護情報
ネットワーク
の構築

介護情報ネッ
トワーク

・市を単位とした情報ネットワークシステ
ム「府中市介護ネット」などの構築支援に
より、待機状況と空き状況の情報管理を一
体化し、施設利用等の円滑化を図ります。

　居宅介護支援事業者が利用者に公平な
サービスを提供できるように、事業者間の
ネットワークシステムを開発・運用する。
また、特別養護老人ホームの入所基準の制
定に伴い、各施設間の連携並びに利用者負
担の軽減を図り、円滑な入所が行えるよ
う、システムの開発・運用を行う。

【府中市介護サービス空き情報管理システム】
平成15年５月稼動開始。
　加入事業所数　１４６か所

【特別養護老人ホーム待機者情報システム】
平成16年３月稼動開始。
対象施設数　特養７施設

②在宅サービ
スの充実

在宅サービス

・対象者の増加に対応した在宅サービスの
提供体制を確保するとともに、利用が進ま
ないサービスについて促進を図っていきま
す。特に利用の少ない医療系訪問サービス
について、医療と介護が連携してサービス
の定着を図っていきます。

【高齢者在宅サービスセンター管理運営】
8ヶ所（泉苑、よつや苑、あさひ苑、安立園、しみずがお
か、信愛寮、たちばなの園白糸台、ピースプラザ）

④外出支援の
充実

２．安心して
暮らしつづけ
るために（つ
づき）

（3）在宅
サービスの充
実

（4）介護保
険事業
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目標 方針 施策 区分 内容 平成19年度目標 平成15年度実施実績 達成率

③施設サービ
スの充実

施設サービス

・在宅サービスの充実とともに、介護老人
福祉施設、介護老人保健施設と連携し一貫
した生活介護の流れを検討し、介護基盤の
充実を進めます。
・円滑な施設入所を進めるため、介護老人
福祉施設の優先入所基準を作成します。
・療養型のショートステイと効果的な利用
が図られるよう、介護療養型医療施設の早
期整備を東京都へ要望していきます。

【府中市特別養護老人ホーム入所指針の策定】
府中市特別養護老人ホーム入所指針を策定し平成１５年１０
月１日から施行した。

【特別養護老人ホーム管理運営】
2ヶ所（よつや苑　定員80人、あさひ苑　定員80人）

【府中市特別
養護老人ホー
ム入所指針の
策定】
100%

④介護保険特
別給付の検討

介護保険特別
給付

・施設サービスと在宅サービスの給付内容
や費用負担の不均衡を解消するため実施し
ている日常生活用品（おむつ）の助成や、
日常生活用具の貸与・給付、寝具洗濯乾燥
サービスについて、介護保険特別給付とし
ての給付を検討していきます。

【ねたきり高齢者おむつ助成事業費】
実人員798人
【ねたきり高齢者寝具乾燥事業】
＜寝具乾燥＞対象者105人　延べ320回
＜寝具丸洗い＞対象者105人　延べ109回

介護保険サー
ビス利用料等
の軽減

・負担軽減のあり方と制度趣旨との整合性
を図る観点から、軽減率の適正化を図ると
ともに、低所得者対策として、また利用率
の向上のため、対象サービスを拡大しま
す。

【低所得者利用者負担対策】
利用件数　　年延べ３９，２８９件

【低所得者利用者負担対策】
延件数　　　年延べ３０，５１７件
（利用者負担額の4/10を助成） 77.7%

介護保険料の
軽減

・低所得者対策として継続して実施しま
す。

【介護保険料の軽減】
利用者　　　年９５人※
軽減額　　年２７０万円

【介護保険料の軽減】
利用者　　　年１６人※
軽減額　　　年２８万円

16.8%

保険料６段階
制の導入

・応能負担にもとづく６段階制によって、
低所得者に配慮した保険料体系を導入しま
す。

【介護保険料６段階制の導入】
６段階制を継続する。

【介護保険料６段階制の導入】
平成１５年度から６段階制を導入した。 100.0%

サービス提供
事業者の各種
研修事業への
支援

・サービス提供事業者の効率的な運営の確
保と研さんを促進するため、府中市人材育
成センターを活用した研修事業を定期的に
開催します。

【保健福祉人材育成センター】
ホームヘルパー2級　40人
生活支援ヘルパー　21人
難病患者等ホームヘルパー　64人
精神障害者ホームヘルパー　37人

ケアマネ
ジャーへの情
報提供

・ケアマネジャーへの情報提供体制を充実
し、利用者の希望が的確にケアプランに反
映できるようにします。

【介護サービス事業者協議会への支援】
事業者団体に対して利用者の声、各種情報
を提供するなど、福祉サービスの安定供
給、質の確保を図る。

【介護サービス事業者協議会への支援】
介護サービス事業者協議会において情報提供を行った。
　役員会　　　４回
　合同部会　　４回
　研修会　　　３回
　各部会　4～10回

ケアプランの
実効性の確保

・利用者にとって必要なサービスが必要な
量だけ提供されているか、心身の状態に見
合っているかなど、適正なケアプランの検
討を行い、ケアマネジャーの最適なケアプ
ラン作成を支援します。

【介護保険ケアプラン指導研修】
事例評価件数　　　　　　　９０件※
指導研修チーム会議　　　年１５回
事業所数　　　　　　　　　４０

【介護保険ケアプラン指導研修】
事例評価件数　　　　　　　６６件※
指導研修チーム会議　　　年１１回
事業所数　　　　　　　　　２９

73.3%

福祉サービス
第三者評価制
度

・評価機関がサービス提供事業者のサービ
ス内容などを評価し、公表する、福祉サー
ビス第三者評価制度の普及を促進し、サー
ビスの質の確保に努めます。

【福祉サービス第三者評価】
受審事業所　延べ１１１か所（５年間累
計）

＜内訳＞
公設サービス（延べ３９か所）
　　保育所　　　　　　　　延べ１６か所
　　特別養護老人ホーム　　延べ１０か所
　　在宅サービスセンター　延べ１２か所
　　心身障害者福祉センター　　　１か所
 
民設在宅系サービス（延べ７２か所）

【福祉サービス第三者評価】
受審事業所　７か所（平成１５年度）

＜内訳＞
公設サービス
　　保育所　　　　　　　　５か所
　　特別養護老人ホーム　　２か所 6.3%

⑦サービス提
供事業者等の
連携とその支
援

サービス提供
事業者等の連
携とその支援

・円滑なサービスの提供が行われ、利用者
が安心してサービスを受けることができる
ように、サービス提供事業者の自主的な運
営組織である介護サービス事業者協議会と
市の連携を強化します。

⑤低所得者へ
の配慮

⑥介護保険
サービスの質
の確保

（4）介護保
険事業（つづ
き）

２．安心して
暮らしつづけ
るために（つ
づき）
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目標 方針 施策 区分 内容 平成19年度目標 平成15年度実施実績 達成率

①介護者支援
の充実

介護者慰労金

・ねたきり高齢者の介護者に給付している
介護者慰労金のあり方を見直し、家族介護
者に対するリフレッシュ事業など、個人に
対する経済的な慰労から、地域での連帯、
支えあいを中心した事業への展開を図りま
す。

【在宅ねたきり高齢者介護者慰労金支給事
業】
支給対象者　　年延べ１１，１６７人

【在宅ねたきり高齢者介護者慰労金支給事業】
支給対象者　　　年延べ７，１０４人

63.6%

②緊急時の
ショートステ
イの確保

緊急時ショー
トステイ

介護者の急病など緊急時に利用できる
ショートステイを確保します。

【短期入所生活介護】
多摩同胞会　155人　5915回
よつや苑　101人　3965回
あさひ苑　134人　3804回
安立園　170人　4955回
たちばなの園白糸台　273人　5789回

③介護者教室
などの充実

家族介護者教
室

・介護者の実態を熟知する居宅介護支援事
業者、ケアマネジャーが中心となった家族
介護者教室や転倒予防講座の充実など、介
護技術の向上による介護者負担の軽減を図
ります。

④家族介護者
の交流支援

家族介護者支
援

・社会福祉協議会が行っている介護者の悩
みの相談、情報交換の場である家族介護者
の集いを支援し、介護者の孤立防止に努め
ます。

【家族介護者支援】
支援センター　　　　１２か所
開催回数　　　　　　７２回
参加延人員　　１，４４０人※

【家族介護者支援】
支援センター　　      ６か所
開催回数　　　　   ３３回
参加延人員　　　５９８人※

41.5%

①家族への支
援

認知症高齢者
家族への支援

・認知症の発症の原因とされる脳血管障害
を予防する健診体制を強化するとともに、
日ごろの食生活の改善や高齢者の閉じこも
り防止、知的活動の推進など、総合的な相
談体制や家族支援の取り組みを推進しま
す。

②生活環境の
安定に向けた
事業展開の研
究

生活環境の安
定に向けた事
業展開

・認知症高齢者に対して、保健・医療・福
祉の専門的観点から適切な評価を行い、家
族に対して必要とされるサービスを継続的
に提供するなど、生活環境の安定に向けた
事業展開を研究します。

③認知症高齢
者ケアシステ
ムの検討

認知症高齢者
のケアシステ
ム

・認知症高齢者に対する在宅サービス及び
施設サービスの整備にあたっては、生涯に
わたる配慮が必要とされることから、様々
なサービスが継続的に実施できるよう、特
別養護老人ホームでの介護やホスピス対応
のとれる医療機関と連携のとれたケアシス
テムを検討します。

【認知症高齢者ケアシステムの検討】
平成１８年度４月に開設するいきいき活動
推進センター（仮称）で軽度の認知症高齢
者に対する多目的療法を実施する。

【認知症高齢者ケアシステムの検討】
具体的な事業展開は実施していない。

-

④認知症高齢
者グループ
ホームの整備

認知症高齢者
グループホー
ム

・地域のなかで中程度の認知症高齢者が、
少人数の家庭的な環境で暮らすグループ
ホームの設置誘導を進めます。また、設置
にあたっては、共同生活ができなくなった
場合にも十分に配慮します。

【認知症高齢者グループホーム】
２か所（設置誘導）

【認知症高齢者グループホーム】
情報収集と設置準備

0.0%

①高齢者住宅
の運営

高齢者住宅
「やすらぎ」

・住宅に困窮しているひとり暮らしの高齢
者の住居として高齢者住宅「やすらぎ」を
引き続き運営することにより、地域での孤
立化を防ぎ、生活の充実に向けた取組みを
推進します。

【高齢者住宅の運営】
借り上げ戸数    １３６戸

【高齢者住宅の運営】
借り上げ戸数    １３６戸

100.0%

②グループ
ホーム・ケア
ハウスの設置
誘導

認知症高齢者
グループホー
ム（再掲）

・地域のなかで中程度の認知症高齢者が、
少人数の家庭的な環境で暮らすグループ
ホームの設置誘導を進めます。また、設置
にあたっては、共同生活ができなくなった
場合にも十分に配慮します。

【認知症高齢者グループホーム】
２か所（設置誘導）

【認知症高齢者グループホーム】
情報収集と設置準備

（5）介護者
への支援の充
実

（6）認知症
高齢者支援対
策の推進

（7）安心し
て住める環境
づくり

２．安心して
暮らしつづけ
るために（つ
づき）
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目標 方針 施策 区分 内容 平成19年度目標 平成15年度実施実績 達成率

ケアハウス

・介護利用型の軽費老人ホーム、特別養護
老人ホームなどからの退所者の受け皿とし
て期待されています。ニーズの動向を把握
し、適切な設置誘導を進めます。

③公営住宅の
高齢者入居枠
拡大

公営住宅の高
齢者入居枠

・都営住宅について高齢者入居枠の拡大を
東京都へ要請するとともに、市営住宅の建
替えや追加募集に際しては、高齢者入居枠
の拡大について住宅政策と連携して対応し
ます。

④住環境の改
善支援

住環境の改善

・家族の負担を軽減し、高齢者の生活の自
立を推進するため、自立支援住宅改修給
付、住宅改修アドバイザー、家具転倒防止
器具の取付けなどの制度を継続して実施
し、自宅での住環境の改善を支援するとと
もに、バリアフリー住宅の普及・啓発を促
進します。

【高齢者自立支援住宅改修給付事業】
住宅改修予防給付　　年２３件
住宅設備改修給付　年１４９件
　　　　　計　　　年１７２件※

【高齢者住宅改修アドバイザー事業】
在宅介護支援センターに相談・調査する職
員を配置し、効率的・効果的に住宅改修を
アドバイスしていく。

【高齢者自立支援住宅改修給付事業】
住宅改修予防給付　　年３３件
住宅設備改修給付　年１１６件
　　　　　計　　　年１４９件※

【高齢者住宅改修アドバイザー事業】
相談件数　２件

【高齢者自立
支援住宅改修
給付事業】
　
86.6%

【高齢者住宅
改修アドバイ
ザー事業】

－

①在宅介護支
援センターの
機能強化

在宅介護支援
センター機能
強化

・地域の実情を的確に把握し、一人ひとり
の状態にあった、よりきめ細かい支援を行
うため、福祉サービスのコーディネィト機
能を強化します。

②在宅介護支
援センターの
再編・整備

在宅介護支援
センター

・在宅介護支援センターは地域での高齢者
の自立支援および要介護高齢者へのケアマ
ネジメントの中核的機能を担っています。
地域の利用者のニーズに見合う、より効果
的な運営ができるように、整備を進めてい
きます。

基幹型　　１か所
地域型　１２か所
　　計　１３か所※

基幹型　１か所
地域型　８か所
　　　（緑苑在宅介護支援センター増設）
　　　　計　９か所※ 69.2%

③地域支援の
連携

基幹型支援セ
ンターを中心
とした地域支
援の連携

・地域における支援を効果的に進めるた
め、地域ケア会議、地区連絡協議会、地区
利用者懇談会の意見や提言を活かし、基幹
型介護支援センターが中心となって、各々
のエリアで一体的なサービスを提供できる
ようにします。また、高齢者に対する総合
的、継続的な介護サービスを提供するた
め、個々のニーズに応じて地域ケアに関す
る機関を有機的に結び、必要な情報の共有
化を進めます。

【地区利用者懇談会】
開催　年６０回（市内１０支援センター合
計）

【地区利用者懇談会】
開催　年５８回（市内６支援センター合計）

①見守りネッ
トワークの推
進

見守りネット
ワーク

・見守りの必要な高齢者を支援するため、
在宅介護支援センターを中核として、民生
委員、自治会、老人クラブ、近隣住民、商
店会などをメンバーとする会議の場を設置
し、地域での見守りネットワークの実効性
を確保します。

【見守りネットワークの構築】
モデル地区で試行後、全市的に展開する。

【見守りネットワークの構築】
庁内プロジェクトでの検討、協議。

－

②見守りネッ
トワークを支
援する各種制
度

見守りネット
ワークを支援
する制度の充
実

・緊急通報システム、福祉電話貸与、徘徊
探知サービスなどの各種制度を充実し、見
守りネットワークを制度面から支援しま
す。

【一人暮し高齢者等緊急通報システム事
業】
緊急通報システム　　　１６０台新規設置
民間通報システム　　　　２７台新規設置
火災安全システム　　　２１０台新規設置
　　　　計　　　　　　３９７台新規設置
※
【はいかい高齢者探索サービス事業】
利用人数　年３９人

【一人暮し高齢者等緊急通報システム事業】
緊急通報システム　　　　１９台新規設置
民間通報システム　　　　　０台新規設置
火災安全システム　　　　４４台新規設置
　　　　計　　　　　　　６３台新規設置※
【はいかい高齢者探索サービス事業】
利用人数　年３９人

【一人暮し高
齢者等緊急通
報システム事
業】
　
15.9%
【はいかい高
齢者探索サー
ビス事業】
　
100%

（1）在宅介
護支援セン
ターを拠点と
した地域づく
り

（2）見守り
ネットワーク
の構築

３．地域で支
える福祉をめ
ざして

（7）安心し
て住める環境
づくり(つづ
き）

２．安心して
暮らしつづけ
るために（つ
づき）
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目標 方針 施策 区分 内容 平成19年度目標 平成15年度実施実績 達成率

①元気な高齢
者の活躍場面
の創出

高齢者の活躍
場面の創出

・元気な高齢者の知識や経験を生かして、
地域で活躍する場面を創出するため、シル
バー人材センターやボランティア活動への
支援を充実します。

【シルバー人材センター運営費貸付事業】
30,000,000円
【シルバー人材センター運営費補助金】
57,386,193円

②老人クラブ
への支援

老人クラブ
・元気な高齢者を支えあいの担い手として
積極的に登用するため、老人クラブへの参
加を促し、活動への支援を充実します。

【老人クラブ補助金】
会員数　　　    クラブ数
 50～ 74人　　　53クラブ
75～ 99人　　　22クラブ

③生涯学習や
スポーツ活動
との連携

生涯学習やス
ポーツ活動

・教養を高める生涯学習講座の開催や、高
齢者向けスポーツ教室の開催によって、高
齢者の社会参加を促進すると同時に、ボラ
ンティア活動など、その後の展開につなげ
ていく体制を整備します。

【健康センタースポーツ活動】
高齢者スポーツクラス　種目数１、参加者数延べ3041人、
85回

④地域デイ
サービスの充
実

地域デイサー
ビス

・地域住民の積極的な参加を求め、自立支
援対策としての地域デイサービスを、より
地域に根ざしたサービスとして定着するよ
うに充実を図ります。

【地域デイサービス事業】
登録人数　　　　　　９００人※
実施回数　　　　４，０００回
延べ参加者数　４０，０００人

【地域デイサービス事業】
登録人数　　　　　　６４２人 ※
実施回数　　　　１，８３３回
延べ参加者数　１９，９１１人

71.3%

⑤ふれあいの
場の提供

ふれあいの場
の提供

・高齢者とかかわる自主グループの活動を
支援し、高齢者が集い、ふれあう軽スポー
ツ大会などの効果的な実施を図り、社会参
加を促進します。また、ことぶき入浴事業
については、単に入浴機会の確保だけでな
く、健康増進の観点からも有効であること
から、地域事業者の協力を得た多世代のふ
れあい入浴、高齢者の集いの場として推進
していきます。

【敬老の日記念大会（敬老会運営）】
入場者数　４，０００人

【敬老の日記念大会（敬老会運営）】
入場者数　３，５８１人

89.5%

⑥ふれあい訪
問活動の充実

ふれあい訪問
活動

・敬老の日記念事業、長寿祝金（祝品）の
贈呈の場面を、地域の見守り活動、ふれあ
い訪問活動の場として活用するなど、その
充実を図っていきます。

【長寿祝金等支給事業】
<祝品>
80歳(1,100人)､90歳(380人)
新100歳(12人)
<祝金>
70歳(2,600人)､77歳(2,200人)
88歳(440人)､99歳(38人)
101歳以上(23人)､  最高齢者(2人)
   祝品･祝金計  6,795人※

【長寿祝金等支給事業】
<祝品>
80歳(891人)､90歳(299人)
新100歳(11人)
<祝金>
70歳(2,170人)､77歳(1,450人)
88歳(339人)､99歳(22人)
101歳以上(18人)､  最高齢者(2人)
   祝品･祝金計  5,202人※

76.6%

⑦各種福祉券
のあり方の見
直し

福祉券の見直
し

・ことぶき理髪券、ことぶき美容券、入浴
券などの各種福祉券は、実施後の社会構造
の変化に合わせ、サービス給付のあり方の
見直しを行い、広く地域の協力を活かした
事業への展開を図っていきます。

【ことぶき理髪事業・ことぶき美容事業】
＜ことぶき理髪＞
　利用者数　　年延べ１５，０００人
＜ことぶき美容＞
　利用者数　　年延べ１６，０００人
　計　　　　　年延べ３１，０００人※

【ことぶき理髪事業・ことぶき美容事業】
＜ことぶき理髪＞
　利用者数　　年延べ１５，０１６人
＜ことぶき美容＞
　利用者数　　年延べ１５，７５８人
　計　　　　　年延べ３０，７７４人※

99.3%

高齢者保養施
設利用助成

・保養施設利用助成は、余暇活動、社会参
加活動の機会の確保を目的として行ってい
ますが、今後は、広く市民の保養機会とし
て連携、統合を図っていきます。

【高齢者等保養施設利用助成事業補助金】
利用助成券　875泊分を交付

ひとり暮らし
高齢者保養事
業

・在宅のひとり暮らし高齢者を対象にバス
旅行を行います。対象者の意識の多様化に
あわせ、効率的な事業展開を図ります。

【在宅高齢者世帯保養事業費】
日帰りバス旅行（平成15年7月４・10日）　参加者数307
人

①シルバー人
材センターへ
の支援

シルバー人材
センター

・高齢者が豊富な知識と経験を活かして積
極的に地域で活躍できるように職種の開拓
や就業スタイルの工夫など、シルバー人材
センターの質的充実を支援していきます。

【シルバー人材センター運営費貸付事業】
30,000,000円
【シルバー人材センター運営費補助金】
57386,193円

②関係機関と
の連携による
就業機会の拡
大

就業機会の拡
大

・ハローワーク、東京都高年齢者就業セン
ターと連携することにより高齢者の就業を
支援します。

【はつらつ高齢者就業機会創出支援事業】
紹介件数　年１，０００件

【はつらつ高齢者就業機会創出支援事業】
紹介件数　　　年３１９件

31.9%

⑧保養機会の
確保

（2）就業支
援

４．ともに暮
らす地域をめ
ざして

（1）生きが
い活動への支
援
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